
Ⅲ 心豊かなしまね

１．教育の充実
（単位：千円）

各 部 局 の 要 求 査 定

NO 分類 事 業 名 部局名

事業費 概 要 事業費 査 定 内 容

77 悩みの相談・不登校 253,881 ○深刻化するいじめ、暴力行為、不登校等の課 253,881 ○要求どおり 教育委員会

対策事業 題に対し、未然防止や早期発見・改善を図る [総務課]

ため、各種事業を実施 [義務教育課]

①いじめ対応支援事業

・弁護士、臨床心理士等の外部人材をアドバ

イザーとして学校に派遣（国委託事業）

・児童生徒の心の状態を客観的に把握するア

ンケートＱＵを実施し、判定結果をいじめ

の未然防止、早期発見及び適切な支援に活

用

[小中学校]全学年対象

市町村へ実施経費の1/2を助成

[高校]1～2年生を対象、年2回実施

・未然防止のためのネットパトロールを実

施、情報モラル教育を推進

②悩みの相談事業

・スクールカウンセラー配置

配置校数及び配置時間数を拡充

・子どもと親の相談員配置

・いじめ相談テレフォン

教育センター配置の相談員を増員

H24:3人×2箇所→H25:4人×2箇所

・スクールソーシャルワーカー活用

・こころ・発達・教育相談事業

③不登校対策推進事業

・教育支援センター(適応指導教室)の設置市

町村に対する運営経費の一部負担等(実施

：10市町村)

・不登校児童生徒支援事業

ひきこもりがちな児童生徒に対する活動の

機会の提供(実施：10市町)

・生徒指導・進路指導総合推進事業

不登校・被虐待児童生徒等の状況把握と早

期対応のため、児童養護施設等への指導員

配置等

・連絡調整員配置事業

中学校卒業者や高校中退者に対する、ひき

こもり等の状況把握、社会参加に向けた支

援機関への橋渡し等実施



Ⅲ 心豊かなしまね

１．教育の充実（続き）
（単位：千円）

各 部 局 の 要 求 査 定

NO 分類 事 業 名 部局名

事業費 概 要 事業費 査 定 内 容

78 児童・生徒へのサポ 809,001 ○小中学校における児童・生徒へのサポート体 809,001 ○要求どおり 教育委員会

ート事業 制を充実するため教員または非常勤講師を配 [総務課]

置 [義務教育課]

①小学校低学年多人数学級支援事業

小学校1年生及び2年生の児童数が31人以上

の学校について、学校の実態等を踏まえ30

人学級編制又はスクールサポート事業(非

常勤講師配置)を実施

H25予定 30人学級編制 ：54人

ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄ事業：58人

②中学校クラスサポート事業

不登校や問題行動が急増する中学１年生を

対象に、学習面・生活指導面からきめ細か

い支援を行うため、必要性の高い大規模校

に非常勤講師を配置

H25予定：40人(2学級あたり1人)

③特別な支援のための非常勤講師配置事

業(にこにこサポート事業)

通常の学級にＬＤ(学習障がい)、ＡＤＨＤ

(注意欠陥多動性障がい)など特別な支援を

要する児童が在籍し、特に対応が困難な小

学校を対象に非常勤講師を配置

H25予定：100人

④学びの場を支える非常勤講師配置事業

・学びいきいきサポート

自学教室等を設置して個別に指導を行う必

要のある中学校

H25予定：30人

・司書教諭サポート

司書教諭を中心として学校図書館の活用の

充実を図ろうとする小中学校

H25予定：17人

79 新規 特別支援教育サポー 5,344 ○特別支援学校のセンター的機能の強化 5,344 ○要求どおり 教育委員会

ト体制充実事業 （小中学校の特別支援教育コーディネーターの [特別支援教育課]

専門性向上のため、特別支援学校による研修

を実施）

○高等学校に在籍する発達障がいのある生徒に

社会性を身につけさせるための支援をモデル的

に実施



Ⅲ 心豊かなしまね
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各 部 局 の 要 求 査 定
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80 困難を有する子ども 39,634 ○ひきこもり等の困難を有する子どもや若者の 39,634 ○要求どおり 健康福祉部

・若者支援事業 社会参加を促すため、市町村における相談支 [青少年家庭課]

（一部国基金事業） 援体制の整備や自立に向けた取組等を支援

①市町村の支援体制整備や取組を支援

・子ども・若者総合相談窓口の設置

［助成率］1/2

［助成上限額］150万円又は300万円

・市町村における活動の場づくりなどの取組

を支援

［助成上限額］150万円

②市町村と連携して行う民間団体の活動を支

援 【新規】

[助成上限額] 200万円

③県の支援協議会の運営

81 子どもの体力向上支 13,970 ○子どもの体力の低下問題に対応するため、小 13,970 ○要求どおり 教育委員会

援事業 中学校や地域において子どもの体力向上を目 [保健体育課]

指した取組「1日1時間以上」からだを動かそ

う」を推進

①体力向上推進モデル校の指定H24～26

H25年度 新規5校、継続5校

②指導主事の配置

③地域における体力向上推進活動の連携

・モデル地域10カ所

④体育授業力の向上支援

・教員の体育指導補助資料(DVD)を作成

校内研修等で活用して授業力の向上を図る

⑤未就学児のからだづくり支援 【新規】

・保育関係者、地域指導者等の研修

・地域と連携したモデル事業

⑥スポーツ・レクリエーションによる運動習

慣づくり 【新規】

・地域の指導者の協力により、学校の業間や

昼休みに生涯スポーツに通じるニュースポ

ーツなどを体験
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82 競技力向上対策事業 70,308 ○社会人からジュニアまでの各世代に必要な支 70,308 ○要求どおり 教育委員会

援を行い、県全体の競技力の底上げ とレベ ［保健体育課］

ルアップを図る

①国体選手強化

・国体候補選手の県外遠征、招請合宿等の実

施

・競技用具の整備、指導者養成など

②スポーツ医・科学サポート 【新規】

・国体選手や小中高生の競技団体等に対し

て、トレーナーやスポーツ栄養士などを派

遣

・国体派遣選手・チームのサポートのため、

コーチやトレーナーの帯同を支援

①ゴールデンエイジアスリート育成

・高校重点校指定競技や中学生指定競技の選

抜選手を県外へ派遣

・県外の強豪校等を招聘し、県内高校生と合

同練習等を実施

83 学校部活動へのふる 31,280 ○中学・高校部活動を指導する教職員が学校内 31,280 ○要求どおり 教育委員会

さと人材活用事業 にいない場合などに、地域の指導者を派遣 [保健体育課]

・運動部活動外部指導者派遣事業 [社会教育課]

320名程度

・ふるさとティーチャー派遣事業(文化部)

80名程度
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84 学力向上対策事業 75,296 ○学力の実態把握に努め、より効率的な学力向 75,296 ○要求どおり 教育委員会

上対策を実施 ［総務課］

①児童・生徒パワーアップ事業 [義務教育課]

[高等学校] [高校教育課]

・夢実現進学チャレンジセミナー

（2年生）

学習のための合同合宿と島根大学医学

部での医療体験実習を実施

・学びの力向上チャレンジセミナー

（1年生）

学習のための合同合宿と大学進学や働

く意義を高める講演等を実施

[小中学校]

・学力調査の実施

小学4年生～中学3年生の全児童生徒を

対象

・メディカルアカデミー

中学2、3年生を対象とした合同合宿と

各地域の医療現場における体験学習

・家勉充実プロジェクト

自主的な学びにつながる家庭学習指導

の推進

（10中学校各30万円）

・小中連携キャリア教育推進事業

幼保・小・中・地域・市町村教育委員

会が連携したキャリア教育の在り方の

研究・普及

（2市町村各100万円）

②教員パワーアップ事業

研修、セミナーを通じて、教科指導教員の

指導力向上とリーダー養成

③学校パワーアップ事業

中高の教員が合同で橋渡し教材を作成

するなど、教科指導の連携を推進
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85 学校における読書活 187,856 ○学校図書館の充実と活性化を図るため、学校 187,656 ○事業費精査 教育委員会

動・図書館教育推進 司書の配置支援や教育図書の整備等の各種事 [高校教育課]

事業 業を実施 [特別支援教育課]

①小中学校 [義務教育課]

・学校司書等配置事業

すべての小中学校に学校司書が配置される

よう、市町村に交付金を交付

・司書教諭養成事業

司書教諭の全校配置をめざして、司書教諭

資格取得のための受講経費を補助

・小中学生の調べ学習の成果発表会開催など

②高校

・標準法定数では学校司書が配置されない12

学級未満の県立高校にも学校司書を配置

し、調べ学習への関わりによる充実した授

業や義務教育から引き続いての図書館教育

を実施

12学級未満の14校に嘱託司書を配置

・学校司書の研修、図書の整備

③特別支援学校

・児童生徒の学習活動や読書活動の充実を図

るため、H25年度から全校に学校司書を配

置

・学校司書の研修、図書の整備

86 子ども読書活動推進 8,374 ○小中学校の学校図書館の充実と活性化を図る 8,374 ○要求どおり 教育委員会

事業 ため、人材養成強化等の事業を実施 [社会教育課]

・学校司書等の資質向上研修

87 新規 地域でつなぐキャリ 2,000 ○高校が小中学校や保護者、企業、地域等との 2,000 ○要求どおり 教育委員会

ア教育モデル事業 連携し、小中高を通したキャリア教育の取組 [高校教育課]

をモデル的に実施

・基本的な学習習慣や確かな基礎学力を養う

ための円滑な支援、指導体制のあり方を研

究

・高校入学時の学習意欲の向上及び高校卒業

時において、将来の夢や目標を持った社会

人・職業人としての資質や能力を備えた人

材の育成を目指す

・県内２地域（東部１、西部１）でモデル実施

を検討
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88 明日のしまねを担う 65,479 ○「働くことを学ぼう」推進事業 63,373 ○事業費精査 教育委員会

高校生キャリア教育 専門高校を中心に、職業観・勤労観や社会で [高校教育課]

推進事業 自立していくための能力を磨き、即戦力とし

て活躍できる人材の育成を目指したキャリア

教育を実施

・短期、長期のインターンシップ

・高度技術習得、職業意識啓発セミナー

・就業を意識した県内企業見学

・産学官連携による課題研究事業

・県内就職促進のための学校企業連絡会

○「未来を描こう」推進事業

普通科高校を中心に、将来、職業人・社会人

として必要とされる能力を自ら切り拓き、故

郷しまねを担う意欲を持った人材の育成を目

指したキャリア教育を実施

・短期インターンシップ、社会体験

・地域理解、職業意識啓発セミナー

・地元産業を知るための県内企業見学

・産学官連携による理数科「課題研究」

推進

・産学官連携による地域理解、地域活性

化事業

89 離島・中山間地域の 44,878 ○離島・中山間地域の高校において、魅力と活 44,878 ○要求どおり 教育委員会

高校魅力化・活性化 力ある高校づくりを推進するため、高校と町 [高校教育課]

事業 村が連携して実施する高校魅力化・活性化の

取組を支援

・高校・町村関係者等で構成される組織が策

定する、高校魅力化・活性化計画に基づく

取組に対し、１校あたり３年間で15,000千

円を助成

・事業対象校

横田、飯南、島根中央、矢上、吉賀、津和

野、隠岐、隠岐島前
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90 しまねのふるまい推 31,002 ○規範意識や基本的な生活行動・生活習慣な 31,002 ○要求どおり 教育委員会

進プロジェクト事業 ど、子どもとその保護者、さらに全ての世代 [義務教育課]

へのふるまいの定着を図るための取組を実施 [社会教育課]

①しまねのふるまい体験活動推進事業

・学校と地域とが連携した地域ボランティア

活動

・生活体験を重視した長期宿泊体験活動

・人間関係を大切にした中学１年生の集団づ

くり

②町ぐるみ職場体験調査研究事業

③道徳教育推進事業

④しまねのふるまい推進連絡協議会の開催

⑤親学プログラムの普及・定着

⑥公民館ふるまい推進プロジェクト

など

91 実証！「地域力」醸 16,250 ○公民館が実施する地域課題の解決や地域の元 16,250 ○要求どおり 教育委員会

成プログラム 気回復につながる取組を支援 [社会教育課]

・県公民館連絡協議会へ実証事業を委託 地域振興部

・モデル公民館の選定 [しまね暮らし

通常枠：継続9カ所 推進課]

特別枠*：継続20カ所 環境生活部

*中山間地域実践、外国人との共生、 [文化国際課]

高齢者対策、婚活、耕作放棄地対策、 健康福祉部

神々の国しまねプロジェクト [高齢者福祉課]

・モデル公民館の取組成果の波及 [青少年家庭課]

①モデル公民館の取組を検証 農林水産部

②成果発表会 [農業経営課]

③モデル公民館訪問研修（県内5カ所） 商工労働部

④「地域力」醸成塾（県内2カ所） [観光振興課]
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92 結集！しまねの子育 184,363 ○地域住民が積極的に子どもの教育や子育て支 184,363 ○要求どおり 教育委員会

て協働プロジェクト 援に関わる環境づくりを進め、学校・家庭・ [社会教育課]

地域住民の連携、協力を推進 健康福祉部

①ふるさと教育推進事業 [医療政策課]

・各小中学校活動費 70千円/校

・地域医療についての学習を行う小中学校の

活動費

小学校 100千円/校

中学校 200千円/校

(No.57再掲)

②結集！しまねの子育て協働プロジェクト補

助金事業

・市町村が実施する学校支援、放課後支援、

家庭教育支援の経費を助成

・研修会の開催

③学校活動モデル事業

・家庭、地域と連携・協力して行う学校の活

動を支援

93 高等学校校舎等整備 3,946,280 ○老朽化した校舎等を計画的に整備 3,827,764 ○事業費精査 教育委員会

事業 ①耐震対策 304,720 ○一部工事を前倒して実施 [教育施設課]

耐震工事等（6校） （H24年度２月補正予算計上）

屋内運動場の照明器具等（非構造部材）の

耐震性能調査・設計（21校）

②出雲工業高等学校 2,595,741

［事業期間］H23～28

［総事業費］約53億円

H25：設計、建設工事等

③浜田高等学校 385,814

（定時制・通信制校舎整備含む）

［事業期間］H22～26

［総事業費］約36億円

H25：改修工事等

④飯南高等学校寄宿舎 180,115

[事業期間]H24～27

[総事業費]約6億円

H25：建設工事

⑤大田高等学校 361,374

[事業期間]H24～28

[総事業費]約22億円

H25：設計、建設工事等
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94 特別支援学校校舎等 809,828 ○耐震対策や「しまね特別支援教育推進プラン」 809,828 ○要求どおり 教育委員会

整備事業 の実現等のために、校舎等を計画的に整備 [教育施設課]

①出雲養護学校の増改築 46,921

生徒急増に伴う狭隘化解消

[事業期間]H25～29

[総事業費]約38億円

H25：調査設計

②出雲養護学校雲南分教室の新設

184,200

[事業期間]H25～26

[総事業費]約5億円

H25：設計、建設工事等

③石見養護学校の改築 40,741

［事業期間] H23～25

[総事業費]約7億円

H25：改修工事等

④肢体不自由教育部門（出雲養護学校、益田

養護学校）、病弱教育部門（江津清和養護

学校、松江緑ヶ丘養護学校）の整備

452,538

[事業期間]H24～25

H25：改修工事等

⑤高等部生徒急増対策[校舎リース]

85,428

松江養護学校、出雲養護学校

95 私立学校経営健全性 1,543,298 ○私立学校の経常的経費に対する助成 1,535,998 ○事業費精査 総務部

確保事業 ①私立学校振興費補助金 〔総務課〕

（交付先）高等学校、中学校、幼稚園を設置

する学校法人

②私立幼稚園教育活動費補助金

（交付先）非学校法人立幼稚園

③私立高等専修学校振興費補助金

（交付先）高等専修学校を設置する学校法人

④私立専修学校教育活動費補助金

（交付先）専修学校を設置する学校法人

96 私立学校魅力と特色 60,778 ○私立学校の学習環境の向上など、魅力化や特 60,778 ○要求どおり 総務部

ある学校づくり推進 色化等につながる設備整備等を支援 〔総務課〕

事業 [助成率]

・魅力向上事業：県1/2

・耐震診断事業：国1/3、県1/3 ほか
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97 私立高等学校耐震化 54,686 ○私立高等学校の耐震化を促進するため、耐震 54,686 ○要求どおり 総務部

促進事業 補強工事費を助成 〔総務課〕

［助成率］国1/2(直接補助)、県1/6


